
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。

個 別 計 画

負担金・補助金事業 6

備　考

農村環境の適
切な保全管理
と質的向上及
び施設の長寿
命化

0.90

事業内容7,325

農村環境の適
切な保全管理
と質的向上及
び施設の長寿
命化

事業内容

15,023

0.92

30,026

390

0.92

4,616

32,296

農村環境の適
切な保全管理
と質的向上及
び施設の長寿
命化13,629

18,938

9,706

4,616

4,616

事業内容

4,616 4,616

29,688

97,865

44,578

23,599

4,616

463

5,534

18,938

9,706

30年度

99.8%

0.92

8,352 7,415

6,124

6,124

県 支 出 金

一 般 財 源

② 人 件費 （ 千 円 ） 7,893

4,121

全　体　計　画

7,130

300

2,709

18,938

9,706

25年度 27年度 28年度 31年度26年度

5,277

11,543600

29年度

101.5%

327

12,723

24,971

25年度

24

事　業　期　間 平成 24 年度 平成

ha

根拠法令、要綱等

総人数(実績)
H27 765人
H26 726人

国・県補助事業に
係る本市単独施策

対　象　（者）
誰（何）に対して事業を
行うか

実　施　方　法

意　図
対象をどのような状態
にしたいか

27年度 28年度

％

31

平成 年度事務事業評価表（一般事業・継続）28

125.0%

多面的機能支払交付金実施要綱、大村市多面的機能支払交付金交付要綱

備　考

適切な保全管理活動をおこなう活動組織

26年度

農林水産業費

年度

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

　農地･農業用水等の維持保全活動は農家主体で行われているが、農村地域の高齢化、専業農家の減少等によ
り、施設の保全管理は困難な状況になっている。このような状況の中、農業者、地域住民等が一体となった活動
組織による保全活動を行うことで、農村環境の適切な保全管理と質的向上を図る。
　また、活動組織が管理している老朽化が進み機能低下した農地周りの水路、農道、ため池等の施設の補修や
更新の取り組みにより、施設の長寿命化を図る。

農業振興費3

1

事業コード 200100

項

施 策

関 連 施 策

事 業 類 型

農業の担い手の育成

農地の保全と有効活用

5

多面的機能支払交付金事務事業名

基 本 目 標

政 策 魅力ある農林水産業の振興

活力に満ちた産業のまち

①農地維持支払交付金(交付単価…田3,000円/10a、畑2,000円/10a
　・農業者又は地域共同で行う農地、水路等の資源の基礎的保全活動（施設点検、水路の草刈り・泥上げなど）を支援
②資源向上支払交付金（共同活動）(交付単価（基本単価）…田2,400円/10a、畑1,440円/10a
　・地域共同で行う農地、水路等の資源の質的向上を図る活動（機能診断、水路のひび割れ補修など）及び農村環境の
　　向上に資する活動（啓発・普及、植栽活動など）を支援
③資源向上支払交付金（長寿命化）(交付単価・・・田4,400円/10ａ、畑2,000円/10ａ
　・農業者又は地域共同で行う、農地周りの農業用施設の補修・更新の取組みを支援
④多面的機能支払推進交付金
　・市町村による本事業の推進を補助するもの

目

農林水産部

課 名

課長名

款

担当者名 256

266

増田　正吾

下玉利　輝幸

作成日

内線

内線

部局名

040103

040102

嘱 託 等人 数 （ 人 ）

指 標 名 （ 上 段 ： 名 称 / 下 段 ： 算 定 式 等 ）

適切に保全管理された農地面積

協定に位置付けた活動組織が管理する農用
地面積の合計

①

達成度

実績値

計画値

協定に位置付けた水路・農道等を適切に管理
した組織数

①

②

計画値

実績値

活動組織数

対象農用地面積

活動組織の交付対象農用地の合計 達成度

24

99.8%

327

No.

平成

農業水産課

25

96.2%

1826

農業費

成
果
指
標

5,534

実績値

25

年 度

① 事 業 費 ( 千 円 ）

国 庫 支 出 金

22,611

地 方 債

職 員 人 数 （ 人 ）

そ の 他

4,677

291 700

％

フルコスト（①＋②千円）

活
動
指
標

農地・水・環境保全向上に資する協定を締結
した活動組織数

時間外勤務（時間）

適切な保全管理活動をおこなった組織数

②

達成度 ％

18

104.2%

計画値 276327

組織

達成度 ％

組織

単位

264

294

332

実績値

計画値

ha

補助

会計 1

366

332

241

99.8% 90.8%

No.1



＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

【事業成果】

地域の現状に応じた将来の農地･農業用水等の適切な管理が行われ、農業用施設の長寿命化による農村環境の保全向上にも
役立ち、さらに優良農地の保全整備の観点からも施策効果は高い。

やや低い

終期設定

見直しの余地あり 該当なし

大村市多面的機能支払交付金交付要綱及び国の基準に基づいているため、見直しの余地なし。

高い

やや低い

今後の方向性

地域住民が一体となった農業施設の保全活動は、自然と共存する社会づくりを推進するので、市として関与する必要がある。

平成23年度以降の度重なる制度改正があり、事業内容が複雑化していることから、報告事務等が煩雑と
なり、活動組織への大きな負担となっている。また、高齢化による担い手不足が多くの組織で問題視され
ている。
なお、今年度は国が予算を確保できなかった影響で、活動組織の自己負担が増えている。

やや高い

低い 該当なし

農地･農業用水等が将来にわたり良好な状態で管理されることは、農村環境の保全にも役立ち、事業の必要性は高い。

該当なし

該当なし

高い

【施策貢献度】

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

事業の簡素化の要望を継続すると共に、事業の適正な実施に向けて、活動組織の広域化も含めて、指
導助言及び支援することで事業の簡素化を図り、取組組織の増加及び維持に繋げる。
また、活動組織の自己負担が増えないよう、予算の確保をしっかりと国・県に要望していきたい。
なお、多面的機能支払交付金（旧農地・水保全管理支払交付金（向上））と事務事業評価表を統合す
る。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

事業への取組拡大を推進することで、農地、農道、水路等の資源の適切な保全管理及び農村環境の向
上が促進し、荒廃農地の発生防止や良好な農村環境の維持に繋がる。
また、組織の広域化を図ることで、農業者の事務負担の軽減が見込まれ、新規参入や活動継続組織が
増えることが期待される。

今後の方向性
１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

平成27年度から三浦地区の新たな組織が活動を開始した。
活動組織の事務負担軽減のため、広域化についての説明会を開催した。

現状維持

やや低い

事業が抱える問題・課題等

効
率
性

やや高い

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い

有
効
性

農地･農業用水等の地域資源や、農村環境の適切な保全管理と質的な向上、また、農業用施設の長寿命化等が図られ事業成
果は高い。

該当なし

低い

低い高い

低い

【コスト】

【負担割合】 見直しの余地なし

削減の余地なし 削減の余地あり 該当なし

やや高い

対象外

【必要性】

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


